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2025年春の静岡県内地方選挙で
4名の公認を決定しました
静岡市議選(葵区)では

杉山 真裕子
（新人）を公認します

静岡市議選(清水区)では

堀池 昂平
（新人）を公認します

さん さん

杉山　真裕子
（すぎやま　まゆこ）
1990年6月2日生まれ、34歳。
静岡市立玉川小、玉川中、静岡
県立静岡城北高を卒業後、国立
印刷局静岡工場に入局。
2019年10月、連合静岡執行委
員。2021年9月、全印刷局労
働組合静岡支部書記長。

～杉山真裕子さんよりご挨拶～
労働組合役員の経験から、労使交渉だけでなく「政治
の力」が必要な課題を解決するために取り組みたい
と、初挑戦を決意しました。
”オクシズ”出身の30代女性として、当事者の目線で、
「若者が安心してチャレンジできる静岡」「みんなが
いきいき働ける静岡」「豊かで強い“オクシズ”」を創
っていけるよう、活動していきます。

島田市議選では清水唯史さん
（現職(4期)）を公認します

森町議選では加藤久幸さん
（現職(2期)）を公認します

堀池　昂平
（ほりいけ　こうへい）
1994年4月12日生まれ、30歳。
静岡市立清水小島小、清水小島
中、静岡県立科学技術高、仙台
高専情報システム工学科卒業。
中部電力株式会社、キオクシア
株式会社を経て、衆議院議員田
中健秘書。

～堀池昂平さんよりご挨拶～
静岡市は全国の政令指定都市の中でも特に少子化が進行
しており、2040年には14歳以下の人口が2010年と比
べて41.3％減ると推計されています。そんな静岡市の中
でも特に少子化が激しいのが、私のふるさと清水区で
す。
「清水を若く！」をスローガンに、「子どもを安心して
産み育てられる街」を目指して、活動していきます。

清水 唯史（しみず ただし） 65歳
能登半島地震で甚大な被害を受けた輪
島市などのボランティア活動に参加
し、被災者と接して感じた、災害への
日頃の心得や備えの必要性を、島田市
の防災対策に活かします。現場主義で
今後の活動に取り組んでいきます。

加藤 久幸（かとう ひさゆき） 68歳
この4年間は「こども発達センターきた
めばえ」開設など、福祉や教育の課題に
取り組んできました。「新しい視点」
「新しい刺激」「新しい活力」を取り入
れ、「活気みなぎる」森町の建設に引き
続き取り組んでいきます。



【告知】「国民民主党静岡県連　真冬の街頭演説会」開催！！
とき：2025年1月18日（土）13:00～

ところ：JR静岡駅北口地下通路
弁士：榛葉賀津也（参議院議員 国民民主党幹事長）
田中健（衆議院議員 国民民主党静岡県連会長）ほか
～2025年年頭にあたっての思いをお聞きください～

　明けましておめでとうございます。
　国民民主党静岡県連へご理解とご協力をいただいておりますことに感謝申し上
げます。昨年は皆様のおかげで衆議院選挙において小選挙区で当選を果たすこと
ができました。地元代表として身の引き締まる思いです。
　103万の壁については、賛否両論が起きましたが、国民皆で議論している姿こ
そ民主主義であり、明日への希望を感じました。働き控えを解消し、手取りを増
やして消費を拡大し、売上を増やすことでさらなる賃上げにつなげる、という好
循環を創っていきます。これからも、国民にとって本当に必要なものは何なの
か、税金を使う立場でなく、納める立場に立って政治を進めていきます。
　本年は選挙イヤーです。静岡市議選には2人の新人が挑戦予定であり、6月には
榛葉賀津也幹事長の参議院選挙を迎えます。県連所属議員、党員・サポーター、
そして皆さんと力を合わせて参りますので、ご指導の程よろしくお願い申し上げ
ます。

令和7年元日
国民民主党静岡県総支部連合会　会長　田中 健
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　12月11日、榛葉賀津也幹事長は、自民党の
森山幹事長、公明党の西田幹事長と国会内で
会談し、①「103万円の壁」について、国民民
主党の主張する178万円を目指して来年から引
き上げること、②いわゆる「ガソリンの暫定
税率」は廃止すること、の2点について合意し
ました。
　さらに12日、政府・与党は19歳～22歳の子
を扶養する親等の税負担を軽減する「特定扶
養控除」について、適用条件となる子の年収
を103万円以下から150万円以下に緩和する方
向で最終調整に入りました。
　いずれも国民民主党が10月の総選挙で「手
取りを増やす」ため強く訴えた政策です。総
選挙で多くの国民の皆様にご支持いただき、
議席を従来の4倍となる28議席に増やしたこと
で、こうした政策の実現に繋がりました。


